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おおたこうれん
大
田
工
業
連
合
会
が
大
田
区
、
大
田
区
産

業
振
興
協
会
と
と
も
に
主
催
す
る「
お
お
た
工

業
フ
ェ
ア
」が
、
２
月
６・７
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
で
24
回
目
を
数
え
る
こ
の
催
し

は
、
大
田
区
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
持
つ
高
度

な
技
術
・
技
能
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
商
談
に
繋

げ
て
も
ら
う
機
会
。
今
年
も
1
0
0
を
越
え

る
企
業
・
団
体
が「
カ
タ
チ
化
・
最
終
部
品
製

造
」「
切
削
加
工
」「
電
子
・
電
気
」「
表
面
加

工
」な
ど
の
領
域
に
分
か
れ
て
ブ
ー
ス
を
出
展

し
た
。

開
場
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
開
幕
式
に
は
、

主
催
三
団
体
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
松
原
忠
義
区
長
、
大

田
区
産
業
振
興
協
会
の
川

野
正
博
理
事
長
、
当
会

の
舟
久
保
利
明
会
長
に
加

え
、
区
議
会
や
区
内
各
団

体
か
ら
お
招
き
し
た
来
賓

の
方
々
ら
が
出
席
。
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

松
原
区
長
は
、
日
頃
か
ら

の
各
所
の
協
力
に
対
す
る

感
謝
等
を
述
べ
た
上
で「
大
田
区
の
も
の
づ
く

り
に
関
わ
る
皆
さ
ん
は
非
常
に
研
究
熱
心
で

前
向
き
な
方
が
多
い
。
青
年

部
の
活
動
も
活
発
で
次
世
代

に
向
け
て
非
常
に
高
い
将
来

性
を
感
じ
る
。
こ
れ
ら
を
守
っ

て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
区
政
の
柱
で
あ
る
」と
語

り
、
２
日
間
に
わ
た
る
本
フ
ェ

ア
の
成
功
を
願
っ
た
。

こ
の
日
は
開
幕
式
に
続
い
て

「
第
31
回 
大
田
区
中
小
企
業 

新
製
品
・
新
技
術
コ
ン
ク
ー

ル
」と「
令
和
元
年
度 

大
田
区
優
工
場
」の
表

彰
式
を
開
催
。
巧
み
な
重
心
設
計
が
高
く
評

価
さ
れ
た「
直
進
軽
快
車
い
す
」（
開
発
：
カ

ラ
ー
ズ 

共
同
開
発
：
関
鉄
工
所
、善
大
工
業
）

が
新
製
品
・
新
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
ほ
か
、
両
賞
合
わ
せ
て
計
19
社

に
表
彰
状
と
記
念
品
の
盾
が
授
与
さ
れ
た
。

新
製
品
・
新
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
後
に

は
佐
藤 

勲
審
査
委
員
長（
東
京
工
業
大
学
副

学
長
）が
全
体
を
総
括
。「
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
が

始
ま
っ
た
頃
は
大
田
区
発
の
技
術
を
い
か
に
カ

タ
チ
に
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
審
査
を
行
っ

て
い
た
が
、
現
在
で
は
人
類
社
会
に
何
を
も
た

ら
す
か
と
い
う
こ
と
に
評
価
基
準
が
変
わ
っ
て

き
た
。
企
業
の
方
々
も
そ
れ
を
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

に
捉
え
て
新
製
品
や
新
技
術
を
開
発
さ
れ
て

い
る
の
で
、
我
々
も
し
っ
か
り
キ
ャッ
チ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
今
後
も
審
査
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。
な
お
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
毎

年
６
月
に
募
集
が
行
わ
れ
て
い
る
。
我
こ
そ
は

と
い
う
企
業
は
、
ぜ
ひ
自
慢
の
製
品
・
技
術

で
応
募
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、
先
進
的
事
業
を
行
う
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
集
合
し
た「
も
の
づ
く
り
ベ
ン

チ
ャ
ー
展
」や
、
自
動
車
産
業
ア
ナ
リ
ス
ト
と

Ｊ
Ａ
Ｘ
A
の
名
誉
教
授
を
招
い
た
講
演
会
な

ど
、
Ｐ
ｉ
Ｏ
の
全
館
で
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
。
２
日
間
合
計
で
３
３
７
８
名
の
来
場

者
を
集
め
た
。

2 階小展示ホール前では大田区が特別
展示を行った

1 階会場には大田区優工場の受賞企業
を紹介する展示も

大田区優工場の表彰式では当会の舟久保
会長もプレゼンターに

松原区長らが出席して行われた開幕式

お
お
た
工
業
フ
ェ
ア
開
催

新
製
品・新
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
、大
田
区
優
工
場
の
表
彰
式
も

令和元年度 大田区優工場 受賞企業

《総合部門賞》《人に優しい部門賞》 
◦株式会社フルハートジャパン

《総合部門賞》《まちに優しい部門賞》 
◦株式会社渡辺鍍金工場

《総合部門賞》 
◦株式会社アイシーテクノ　◦株式会社渡辺精機

《認定工場》 
◦大森精密工業株式会社　　　　　◦有限会社里中精機�
◦信和パーツ株式会社　　　　　　◦株式会社芝橋�
◦株式会社トップウォーターシステムズ　◦ハネダ株式会社

第31回 大田区中小企業 新製品・新技術コンクール 入賞製品・技術
《最優秀賞》 
◦�直進軽快車いす（株式会社カラーズ 共同開発：有限会社関鉄工所、株式会社善大工業）

《優秀賞》 
◦�大型風力発電機ブレード 点検ロボット（株式会社クラフトワークス）
◦�地下埋設物の位置情報を3次元で可視化する技術 地上・地下インフラ3Dマップ（ジオ・サーチ株式会社）

《おおた福祉・医療賞》 
◦�外反母趾治療手術用インプラントと手術用ツールの開発（株式会社ACTY Power）

《おおた秀逸技能賞》 
◦�磁場環境用高トルク超音波モータ PSM60N シリーズ
（株式会社Piezo Sonic）

《おおたECO推進賞》 
◦�ナノファイバーを応用した油吸着シート製造装置・�
リユース可能脱油装置（一式）�
（関西電子株式会社）

《おおたスポーツ・健康推進賞》 
◦エルゴメーター風神雷神（株式会社大橋知創研究所）

《奨励賞》 
◦�全窒素・全りん測定セット（高圧）（株式会社共立理化学研究所）
◦�アウトドアに携帯したい、安全でスタイリッシュなワイヤーのこぎり PALMSAW（パームソー）�
（株式会社東京ワイヤー製作所）

今年のスローガンは「未来へのロングスパート」。会場には
多くの企業関係者が詰めかけた
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大
田
工
業
連
合
会
と
東
京
商
工
会
議
所

大
田
支
部
、
大
田
区
商
店
街
連
合
会
の
区

内
三
団
体
に
よ
る
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
一

月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
。
新
春
の
到
来
を

祝
う
毎
年
恒
例
の
こ
の
催
し
。
今
年
も
大

田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
多
く
の
来
賓
と
出
席
者

を
集
め
、
ま
さ
に
新
年
の
始
ま
り
を
伝
え

る
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
会
が
開
か
れ

た
。開

会
の
辞
を
述
べ
た
大
田
区
商
店
街
連

合
会
の
北
見
公
秀
会
長
は
、
７
月
に
開
幕

が
迫
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
同
時
期
に

羽
田
空
港
跡
地
に
一
部
開
業
す
る
羽
田
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
触
れ
た

上
で「
佳
境
を
迎
え
て
い
る
新
空
港
線（
蒲

蒲
線
）も
含
め
、
私
た
ち
も
大
田
区
と
力

を
合
わ
せ
て
良
い
結
果
が
出
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
。
さ
ら
に「
子

年
は
商
売
繁
盛
の
年
で
あ
り
、
株
価
が
盛

況
に
な
る
と
も
い
わ
れ
る
縁
起
の
い
い
年

だ
」と
述
べ
、
三
団
体
に
加
盟
す
る
各
社

の
繁
栄
を
願
っ
た
。

続
い
て
、
東
商
大
田
支
部
の
深
尾
定
男

会
長
と
東
商
の
伊
東
孝
紳
副
会
頭
の
２

名
が
登
壇
。
先
に
登
壇
し
た
深
尾
会
長

は
、
招
致
活
動
へ
の
協
力
に
始
ま
り
、
開

催
へ
の
機
運
の
盛
り
上
げ
、
さ
ら
に
は
大

会
期
間
中
に
向
け
た
お
も
て
な
し
の
準
備

な
ど
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
東
京
商
工
会
議
所
の
取

り
組
み
を
紹
介
。
そ
の
上
で「
開
催
都
市

の
地
元
経
済
団
体
と
し
て
皆
様
と
共
に
大

会
を
迎
え
、
ま
た
大
会
を
大
い
に
楽
し
み
、

地
域
や
企
業
へ
の
レ
ガ
シ
ー
形
成
に
向
け

て
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
語
っ
た
。
一
方
の
伊
東
副
会
頭
は

１
９
６
０
年
に
誕
生
し
た
大
田
支
部
が
今

年
で
設
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
触
れ
、

関
係
各
位
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
込
め
な

が
ら「
大
田
支
部
は
23
区
の
支
部
の
中
で

最
も
古
く
、
長
い
歴
史
を
持
っ
た
非
常
に

貴
重
な
支
部
だ
。
そ
の
60
周
年
を
祝
う
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
く
思
う
」と
話

し
た
。
そ
の
後
は
来
賓
と
し
て
お
招
き
し

た
松
原
忠
義
区
長
、
区
議
会
の
塩
野
目
正

樹
議
長
、
松
原
仁
衆
議
院
議
員
か
ら
も
祝

辞
を
賜
り
、
東
商
大
田
支
部
の
浅
野
健
前

会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
盛
大
な
宴

が
始
ま
っ
た
。

先
日
、
惜
し
く
も
今
夏
の
開
催
延
期
が

決
ま
っ
た
が
、
今
年
は
会
場
も
五
輪
ム
ー

ド
に
染
ま
り
、
場
内
の
一
角
に
は
東
京
五

輪
の
情
報
と
大
田
区
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

決
定
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
を
伝
え

る
Ｐ
Ｒ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
五
輪
デ
ザ
イ
ン
の
ハ
ッ
ピ
を
着
た
ス

タ
ッ
フ
の
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
た
ほ
か
、

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
北
京
五
輪
・
体
操
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
の
坂
本
功
貴
氏
と
平
昌
五

輪
・
ア
イ
ス
ス
レ
ッ
ジ
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代

表
の
堀
江 

航
選
手
が
登
場
。
五
輪
を
知

る
２
人
が
新
た
な
開
催
時
期
の
決
定
を
待

つ
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
へ
の
応
援
を
呼
び
か

け
、
会
場
の
空
気
を
盛
り
上
げ
た
。

豪
華
商
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
も
開

か
れ
、
場
内
は
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
。

そ
し
て
中
締
め
で
は
当
会
の
舟
久
保
利
明

会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
小
咄
で
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
後
に

「
今
年
も
大
き
な
で
き
ご
と
が
目
白
押
し

だ
が
、
何
が
あ
っ
て
も
一
年
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
皆
様
と
助
け
合
っ
て
い
き
た

い
」と
述
べ
、
三
本
締
め
で
全
体
を
締
め

く
く
っ
た
。

新年賀詞交歓会開催
区内の経済三団体が新年の到来を祝う

大いに盛り上がった抽選会中締めで挨拶に立った
舟久保会長

来賓としてお招きした
松原区長

オリンピック・パラリンピックの素晴らしさを
語ってくれた坂本氏と堀江選手

今年も華やかに行われた新年賀詞交歓会。この日は東京商工会議所の永年会員表彰
も行われ、92 社の会員企業が表彰された

人権研修を支援します
　「人権」は誰もが生まれながらに平
等にもち、幸せに生きていくための権
利であり、企業活動においても最大限
尊重されなければなりません。
　一方で、長時間労働による過労死、
就職活動や職場におけるハラスメント
問題、労働者に対する不当な差別な
ど企業をめぐる人権問題がしばしばメ
ディアで取り上げられています。
　このような人権問題を起こさないた
めには日ごろから一人ひとりが人権に
ついて考え、理解することが大切です。
　区ではさまざまな人権啓発冊子の
配布や、人権問題に関するDVDの貸
し出しなどを通じて企業の人権研修を
支援しています。お気軽にお申し出く
ださい。この機会に改めて「人権」に
ついて考えてみましょう。

大田区総務部人権・男女平等推進課
電　話 ５７４４－１１４８
ＦＡＸ ５７４４－１５５６

４月１日から屋外の喫煙ルールが変わります
４月１日から「大田区屋外における喫煙マナー等に関する条例」が施行されます。

条例の主なポイントは以下のとおりです。※詳細は区ホームページをご覧ください。
（1）�公共の場所（道路・広場等）において、歩きたばこ、自転車等を運転しながらの喫煙及び 

吸い殻のポイ捨てを禁止する。
（2）公園において、喫煙及び吸い殻のポイ捨てを禁止する。
（3）公共の場所（道路・広場等）において、他の区民等にたばこの煙を吸わせることがないように努めなければならない。
（4）事業者は、喫煙していない区民等にたばこの煙を吸わせることがないよう、必要な環境整備を行うよう努めなければならない。
（5）�事業者は、喫煙していない区民等にたばこの煙を吸わせることがないよう、従業員等に対し喫煙ルールについて啓発を図るよう努

めなければならない。
喫煙マナーを守り、たばこを吸う人も吸わない人も気持ちよく過ごせる大田区を目指しましょう。
▷問合先　環境対策課環境推進担当　電話番号 ５７４４－１３６６　ＦＡＸ ５７４４－１５３２

4月1日から、屋内は原則禁煙です。
～事業者の皆さま、禁煙化や喫煙専用室の設置等、ご対応をお願いいたします。～

　改正健康増進法及び東京都受動喫煙防止条例の全面施行により、二人以上の人が
出入りする施設（事業所等）は、原則屋内禁煙です。喫煙室を設置する場合、基準を
満たす必要があり、施設と喫煙室の出入口に標識を掲示する義務があります。喫煙
室には、20歳未満の方は立入り禁止です。
詳細は、大田区ホームページまたは下記QRコードよりご確認ください。

▶問合先　健康づくり課健康づくり担当
　電話 ５７４４－１６６１　ＦＡＸ ５７４４－１５２３
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２
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
横
浜

市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
行
わ
れ
た「
テ

ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ
コ
ハマ
２
０
２
０
」に
、

当
会
の
青
年
部
連
絡
協
議
会
が
展
示

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
今
年
で
41
回
を

迎
え
る
こ
の
催
し
は
、
約
１
．
３
h
a
の

会
場
に
８
０
０
以
上
の
企
業
・
団
体
が

出
展
す
る
神
奈
川
県
最
大
の
工
業
技
術

見
本
市
。
神
奈
川
県
外
か
ら
も
多
く
の

出
展
者
や
来
場
者
を
集
め
、
例
年
３
万

人
以
上
が
訪
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

青
年
部
の
出
展
は
今
年
が
６
回
目
。

富
士
テ
ク
ノ
マ
シ
ン
、
弘
機
商
会
、
松

浦
製
作
所
、
タ
ム
ラ
エ
ジ
ア
、
渡
辺
精

機
、
ク
リ
ス
ト
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
業
、

泰
信
製
作
所
の
７
社
が
小
さ
な
ブ
ー
ス

を
連
ね
、
来
場
者
に
自
社
の
技
術
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。
区
外
で
行
わ
れ
る
見
本
市
への

参
戦
は
、
も
の
づ
く
り
の
町
・
大
田
区

の
技
術
力
を
知
っ
て
も
ら
う
絶
好
の
機

会
だ
。
し
か
し
、
周
囲
の
出
展
者
も
客

寄
せ
に
精
を
出
す
中
で
、
周
り
か
ら“
目

立
た
な
け
れ
ば
”ア
ピ
ー
ル
に
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
昨
年
は
ブ
ー
ス
の
デ
ザ

イ
ン
を
刷
新
し
、
講
師
を
招
い
て
プ
レ
ゼ

ン
ス
キ
ル
を
向
上
す
る
な
ど
、
回
を
追

う
ご
と
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
た
。

今
年
も
通
り
行
く
人
か
ら
最
も
見
や
す

い
位
置
に
新
た
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

し
、
出
展
企
業
の
企
業
案
内
ム
ー
ビ
ー

を
放
映
。
多
く
の
人
々
が
画
面
の
前
で

足
を
止
め
、
出
展
者
の
概
要
を
知
る
イ

ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
。
当
日
は
当
会
事
務
局
の
メ
ン

バ
ー
も
微
力
な
が
ら
チ
ラ
シ

配
り
を
行
い
、
道
ゆ
く
来
場

者
の
呼
び
込
み
を
お
手
伝
い
。

周
囲
の
大
半
が
緑
色
を
基
調

と
し
た
ブ
ー
ス
が
占
め
る
中

で
、
赤
と
緑
で
統一さ
れ
た
青

年
部
の
ブ
ー
ス
は
ひ
と
き
わ
注

目
を
浴
び
て
い
た
。

今年は新たに大型モニターを設置。
周囲と一線を画す赤黒のブースが目立っていた

羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
整
備
事

業
（
第一期
事
業
）
に
お
い
て
公
民
連
携

で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
産
業
創

造
・
発
信
拠
点
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ 

Ｉ
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
（
羽
田

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
／
略
称
：
Ｈ
Ｉ

Ｃ
ｉ
ｔｙ
）」
の
先
行
開
業
が
今
年
７
月

3
日
に
決
定
し
ま
し
た
。「
先
端
」と「
文

化
」
の
２
つ
を
コ
ア
産
業
と
し
て
、
延

床
面
積
約
13
万
㎡
の
中
に
先
端
モ
ビ
リ

テ
ィ
、
先
端
医
療
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど

の
研
究
施
設
の
ほ
か
、
ラ
イ
ブ
ホ
ー
ル
や

日
本
文
化
の
発
信
・
体
験
施
設
な
ど
多

彩
な
機
能
を
併
せ
持
つ
期
待
の
新
施
設
。

そ
の
中
で
も
区
内
の
製
造
業
に
大
き
く

関
わ
る
の
が
、
大
田
区
が
約
４
千
㎡
を

借
り
上
げ
て
運
営
す
る
「
区
施
策
活
用

ス
ペ
ー
ス
」
で
す
。
今
回
は
大
田
区
産

業
振
興
課
の
臼
井
正一課
長
に
本
ス
ペ
ー

ス
の
構
想
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

付
加
価
値
の
高
い
上
流
工
程
に

区
内
企
業
が
参
入
で
き
る
仕
組
み
を

︱
︱︲ま
ず
は「
区
施
策
活
用
ス
ペ
ー
ス
」

の
具
体
的
な
機
能
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

臼
井
：
「
取
引
拡
大
の
た
め
の
場
と
し

て
の
テ
ナ
ン
ト
ゾ
ー
ン
」と「
交
流
空
間

ゾ
ー
ン
」、そ
し
て「
事
務
ゾ
ー
ン
」と
い

う
３
つ
の
機
能
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
テ

ナ
ン
ト
ゾ
ー
ン
は
テ
ナ
ン
ト
契
約
で
企
業

に
貸
し
出
し
、
交
流
空
間
ゾ
ー
ン
は
共

有
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

︱
︱
交
流
空
間
ゾ
ー
ン
に
は
多
く
の
区

内
企
業
の
利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
ど

ん
な
空
間
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
か
。

臼
井
：
交
流
空
間
ゾ
ー
ン
に
は
、
月
単

位
な
ど
の
期
間
契
約
に
よ
る
入
居
エ
リ
ア

や
出
入
が
自
由
な
交
流
エ
リ
ア
な
ど
を
作

り
、
企
業
間
の
商
談
の
場
、
研
究
機
関

等
と
大
田
区
の
技
術
と
の
マッ
チ
ン
グ
な

ど
様
々
な
使
い
方
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
製
造
・
組
立
と
いっ
た
中
間
工
程

が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
付
加
価
値
の
低

い
立
場
に
あ
る
現
状
の
中
で
、
区
内
企
業

が
付
加
価
値
の
高
い
上
流
工
程
に
も
っ
と

参
入
で
き
る
場
作
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

︱
︱
大
田
区
の
企
業
が
持
つ
実
力
を
、

よ
り
広
く
活
か
せ
る
環
境
を
作
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

臼
井
：
そ
う
で
す
ね
。
分
か
り
や
す
く

例
え
る
と
、
秋
に
産
学
連
携
な
ど
を
目

的
に
開
催
し
て
い
る
「
お
お
た
研
究
・

開
発
フ
ェ
ア
」
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

常
に
起
こ
る
イ
メ
ー
ジ
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
系
に
課
題
を
持
つ
人

た
ち
に
区
内
企
業
を
紹
介
し
、
図
面
を

起
こ
す
前
の
段
階
か
ら
ア
イ
デ
ア
の
提
案

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
関
係
を
作
り
出

し
、
区
内
企
業
側
か
ら
価
格
を
提
示
す

る
よ
う
な
状
況
を
生
み
出
し
た
い
。
例

え
ば
「
今
ま
で
１
個
千
円
で
納
め
て
い

た
も
の
が
、
製
造
前
の
段
階
か
ら
関
わ
っ

た
こ
と
で
倍
に
な
っ
た
」と
い
う
風
に
、大

田
区
の
企
業
が
持
つ
製
造
以
外
の
部
分

を“
価
値
化
”し
て
い
き
た
い
の
で
す
。
そ

れ
と
併
せ
て
、
既
に
区
内
で
展
開
を
進

め
て
い
る
医
工
連
携
や
農
工
連
携
の
よ

う
に
、
製
造
業
以
外
の
分
野
と
の
連
携

を
広
げ
る
場
に
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

︱
︱
そ
う
な
る
と
場
所
の
提
供
だ
け
で

は
な
い
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
に
な

り
ま
す
ね
。

臼
井
：
も
ち
ろ
ん
場
所
を
作
る
だ
け
で

は
な
く
、
提
案
や
契
約
、
請
求
の
仕
方

の
よ
う
な
、
上
流
工
程
に
参
入
す
る
上

で
戸
惑
う
と
こ
ろ
も
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に“
価
値
化
”

の
部
分
に
つ
い
て
は
、
セ
ミ
ナ
ー
等
で
レ

ク
チ
ャ
ー
す
る
だ
け
で
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が

感
じ
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
実
際
の

成
功
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
環
境
を
醸
成
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
大
田
区
産
業
振
興
協
会

の
窓
口
を
こ
の
ス
ペ
ー
ス
に
設
け
る
予
定

な
の
で
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
羽
田
で

提
供
で
き
る
こ
と
も
利
点
と
し
て
大
き
い

で
し
ょ
う
。

出
張
客
の
“
つ
い
で
寄
り
”
を

狙
い
区
内
企
業
と
の
接
点
を
増
や
す

︱
︱
や
は
り
天
空
橋
駅
直
結
、
羽
田
空

港
か
ら
も
徒
歩
圏
内
と
い
う
立
地
は
大

き
な
強
み
に
な
り
ま
す
ね
。

臼
井
：
は
い
。
現
状
で
も
地
方
か
ら
出

張
で
羽
田
空
港
を
使
う
時
に
、
と
り
あ

え
ず
Ｐ
ｉ
Ｏ
に
立
ち
寄
る
と
い
う
方
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
ク
セ
ス

の
い
い
場
所
で
、
よ
り
多
く
の
“
つ
い
で

寄
り
”
を
実
現
し
て
、
他
の
用
事
と
併

せ
て
区
内
企
業
と
の
接
点
を
作
って
い
た

だ
く
。同
様
に
、海
外
か
ら
の
出
張
客
に
つ

い
て
も
、
羽
田
の
国
際
化
が
ま
す
ま
す

進
む
中
で
、
現
在
特
に
国
力
が
上
が
って

い
る
東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
の
方
々
な
ど
に

大
田
区
の
技
術
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

東
京
に
来
る
メ
イ
ン
の
目
的
が
こ
こ
で
は

な
く
て
も
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
立
ち
寄

る
だ
け
で
有
益
な
情
報
を
得
ら
れ
る
場

所
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た「
外
部
の
人

を
自
社
に
招
く
前
に
、
外
で
打
ち
合
わ

せ
な
ど
を
で
き
る
場
所
が
欲
し
い
」
と
い

う
の
は
以
前
か
ら
複
数
の
企
業
か
ら
伺
っ

て
い
た
ご
要
望
な
の
で
、
そ
う
いっ
た
企

業
に
も
ご
活
用
い
た
だ
い
て
、
ま
ず
は
羽

田
で
実
の
あ
る
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
後

に
現
場
を
見
て
も
ら
う
と
い
う
中
継
点

的
な
役
割
も
果
た
せ
る
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
最
後
に
、
区
外
企
業
を
ど
う
呼
び

込
ん
で
い
く
の
か
。
現
時
点
で
の
考
え

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

臼
井
：
同
じ
企
業
の
み
に
固
定
化
さ
れ

た
状
況
で
は
、
新
し
い
も
の
は
生
ま
れ
な

く
な
り
ま
す
か
ら
、
交
流
を
生
み
続
け

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
々
を
次
々
と
呼
ん
で

こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、そ
れ
は「
言
う
は
易
し
」

で
現
実
的
に
は
大
変
困
難
な
こ
と
な
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
は
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
公
的
機
関
や
教
育
機
関
等
と
関

係
を
結
び
、
そ
の
力
も
借
り
な
が
ら
多

く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
企
業
や
教
育
機
関
が
こ
こ
に

一時
的
な
出
先
機
関
を
設
け
、
区
内
企

業
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
た
段
階
で

別
の
組
織
と
入
れ
替
わ
る
。
そ
ん
な
発

展
的
な
サ
イ
ク
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

︱
︱
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

横
浜
の
工
業
技
術
見
本
市

に
青
年
部
が
出
展

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ
コ
ハ
マ
2
0
2
0

青年部の7社が協力して、大田区の工業をPRしていた

はねだ新時代へ
HANEDA INNOVATION CITYレポート

②
7月先行開業の新産業創造・発信拠点
区施策活用スペースの構想を聞く

羽田空港跡地第１ゾーンに開発が進む
「HANEDA INNOVATION CITY」の完成イメージ

「区施策活用スペース」の完成イメージ
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今月号では、３月１４日（土）に産
業プラザPiOにて開催を計画して
おりました「大田っ子教室」「ザ・パー
ティー2020」の様子を大きく取り
上げる予定でした。ご存じのとお
り新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、中止とさせていただき
ました。楽しみにしていた多くの皆
様にご心配とご迷惑をおかけいた
しました事をお詫び申し上げます。
当日は、青年部委員が待機致しま
したお陰で、混乱もありませんで
したが、雪混じりの冷たい雨が１日
中降り続き、空まで泣いているよ
うでした。
連日、新型コロナウイルスにつ

いての報道に閉塞感は募る一方で
すが、この新聞が皆様のお手元に
届く頃には少しでも収束の方向に
動いていることを願うばかりです。
さて、令和２年度がスタート、工
連事業も「新入社員セミナー」から
始動します。大田区では、７月に羽
田空港跡地の「羽田イノベーション
シティ」のオープンを控え、今月号
でその内容について掲載させてい
ただきました。
そして、いよいよ東京2020オリ

ンピック・パラリンピック競技大会
の開幕へと続きます。近い将来、「無
事に成功したね！」と言い合えるよ
う、今を乗り越えていきましょう。

第5回
事務
局から

お
お
た
工
業
フ
ェ
ア
開
催

新
製
品・新
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
、大
田
区
優
工
場
の
表
彰
式
も

大田工業連合会 2020年度スケジュール
4月 ■新入社員セミナー

4/2日（木）、3日（金）、6日（月）（平日3日間） 9：30～16：30
■実践汎用旋盤・フライス盤講座（1回目）
4/11日（土）、4/18日（土）、25日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30

5月 ■NCプログラミング初級講座（1回目）
5/23日（土）、30日（土）、6月6日（土）（毎土曜日3日間）9：15～16：30
●理事会（中旬開催予定）

6月 ■CAD製図初級講座（Auto CAD2020）（1回目）
6/13日（土）、20日（土）、27日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30
●大田工連定時総会　6/5日（金） 18：30～

7月 ■産業のまちスクール「親子工場見学会」
7/22日（水）・8/20（木）の2回の開催を予定

８月 ■夏休み親子ロボット工作教室　8/22日（土）、23日（日）（2日間）

9月 ■実践汎用旋盤・フライス盤講座（2回目）
8/29日（土）、9/5日（土）、12日（土）（毎土曜日3日間））　9:15～16：30
■やさしい図面の見方講座（日本工学院での開催を予定）
8月中の開催を予定（平日夜間5日間）

10月 ■CAD製図初級講座（Auto CAD 2020）（2回目）
10/10日（土）、17日（土）、24日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30
■秋のロボット教室（都立高専での開催を予定）
●理事会（下旬開催予定）　優良従業員表彰

11月 ■NCプログラミング初級講座
11/7日（土）、9日（月）、10日（火）、12日（木）、13日（金）、14日（土）

【平日夜間】18：30～20：55　【土】9：15～14：55
2021年

1月 3団体（※）賀詞交歓会　1/13（水）17：00～
（※）東京商工会議所大田支部・大田区商店街連合会・大田工業連合会
やさしい図面の見方講座（日本工学院での開催を予定）2月中旬の開催を予定（平日夜間5日間）
その他セミナーについては、日程が決まり次第ご案内させて頂きます。

「大田区ものづくり工場立地助成金」
●�制度の目的：この事業は、大田区内ものづくり集積

の維持・強化のために、区内での操業を希望し、も
のづくりを担う事業者の立地や操業環境の整備を支
援することを目的としています。

●�対象者：区内で３年以上継続して同一の業種を営む
中小企業者、区外で３年以上継続して区が定める業
種を営み区内での操業を希望する中小企業者、区内
の貸工場所有者

●�対象事業：500万円以上の工事等（従業員20名以下
の企業に限り、100万円以上）

●�対象経費：工場の移転費用、新増設等費用、区が定
める建物付帯設備（キュービクル、エアコン、ク
レーン等）及び関連施設の整備

●�補助率：１／３
●�補助限度額：1,000万円
●�助成金の交付：３年間に分けて交付 

（※対象経費500万円未満の場合、一括交付） 
（年度ごとに操業状況を確認し交付　１年目 １/
２、２年目 １/４、３年目 １/４）

●�大田区ＨＰのＵＲＬ：www.city.ota.tokyo.jp/
sangyo/kogyo/joseikin/ricchijosei.html

「大田区ものづくり企業立地継続補助金」
●�制度の目的：この事業は、大田区内の中小企業者が

行う防音、防臭、防振等の操業環境の改善を図る取
組に対し、必要な補助金を交付することにより、区
内におけるものづくり企業の立地継続を支援すると
ともに、区内ものづくり産業の集積の維持及び発展
を図ることを目的としています。

●�対象者：大田区内に本社又は事業所の登記があり、
東京都内で1年以上継続してものづくり企業を営む中
小企業者、区外(東京都内)で1年以上継続してものづ
くり企業を営み、新たに区内へ移転する中小企業者

●�対象事業：100万円以上の工事等
●�対象経費：防音、防臭、防振となる改修・移転、外

観の美化、緑道の整備（新増築は除く）
●�補助率：３／４
●�補助限度額：375万円
●�助成金の交付：一括交付
●�申請受付期間：令和２年４月１日～12月末
●�大田区ＨＰのＵＲＬ：www.city.ota.tokyo.jp/

sangyo/kogyo/joseikin/keizokuhojo.html

「大田区工場アパート立地助成金」
２種類の工場アパートについて助成します。
①集合型工場アパート
　定義：所有者が入居しない工場アパート
　要件：貸工場の作業場面積が2,000㎡以上で、
　５社以上が入居するもの

②地域中核工場アパート
　定義：自社工場に貸工場を併設させた工場アパート
　要件：貸工場の作業場面積が200㎡以上で、
　２社以上が入居するもの
●�対象者：区内で工場アパートを経営しようとする

者、区内で３年以上継続して同一の業種を営む中
小企業者、区外で３年以上継続して区が定める業
種を営み区内での操業を希望する中小企業者

●�対象事業：5,000万円以上の工事等
●�対象経費：工場アパートの新増設等（既存の建物

の改修工事を含む）
●�補助率：１／４
●�補助限度額：５億円
●�助成金の交付：10年間に分けて交付
（年度ごとに操業状況を確認し１/10ずつ交付）
●�その他：対象経費や補助限度額については、諸条

件があります。 
詳細については、お問い合わせください。

●�大田区HPのURL：https://www.city.ota.tokyo.jp/
sangyo/kogyo/joseikin/ricchijosei_kojo-apart.html

ものづくり企業への助成金等のご案内

《新設》
大田区中小企業融資あっせん制度
「新型コロナウイルス対策特別資金」

新型コロナウイルス感染症により、事業活動に影響
を受けている区内中小企業・小規模事業者の皆様を
支援するため、区が全額利子補給する「新型コロナ
ウイルス対策特別資金」を新設します。
申込受付期間：�令和2年3月9日（月）から同年�

6月1日（月）まで（土日祝日を除く）
対　象　者：�大田区中小企業融資あっせん制度の基本

要件のほか、次のいずれかに該当すること�
①新型コロナウイルス感染症の影響によ�
　り、直近（※）1か月の売上高が前年同�
　期比で5%以上減少していること�
　※「直近」とは、申込月を基準に「前月」�
　又は「前々月」を指します�
②セーフティネット保証4号（新型コロナ�
　ウイルス感染症）の認定を受けていること

資 金 使 途：�運転資金
融資限度額：�500万円（限度額内であれば、何度でも

申し込みができます）
返 済 期 間：�36か月以内（元金据置6か月以内を含む）
利　　　　率：�名目利率1.5%以下 区が全額利子補給�

本人負担率 0%（なし）

必要書類、その他については、大田区 産業経済部 
産業振興課 融資係（℡03-3733-6185）まで 
お問い合わせ下さい。




